
平成 23 年 1 月 21 日 

 

 

 

 

    

平素よりお世話になっております。 

この度、自然科学研究支援開発センター 生命科学実験部門 生命科学機器分析部（霞総合研究棟 1F）に

おいて、新規機器導入のため施設内 112、113、114 号室の改装工事を行うこととなりました。つきましては、工事

中および工事後の対応について以下に示します。 

 

工事日時） 平成 23 年 1月 25 日（火）～2 月 4 日（金） ※1 月 29 日（土）は騒音の発生する工事を行います。 

工事対象） 生命科学機器分析部内 112、113、114 号室 

工事内容） 建築（天井剥離、アンカー打設）、電気・水道・ガス移設 

詳 細） 

現在の設置場所 利用停止期間 改装工事後の設置場所 

112 号室 

液体クロマトグラフ （AKTA） 1 月 25 日（火）～2月 3 日（木） 112 号室 

113 号室 

DNA自動分離装置 (PI-50M) 

1 月 25 日（火）～2月 3 日（木） 112 号室 

ハイパフォーマンス遠心分離機 

遺伝子導入装置 (Gene PulserⅡ) 

振盪培養器  

オートクレーブ（培地滅菌用） 

114 号室 

培養器具一式（インキュベーター等） 

1 月 26 日（水）～2月 3 日（木） 114 号室 
自動磁気細胞分離装置 (MACS) 

FACS Calibur 

FACS Aria (2 台) 

 

 新規導入機器・核磁気共鳴装置（NMR）は113号室に設置、現在113号室に設置している機器はすべて112

号室に移設いたします。114 号室につきましては、機器の配置変更を行います。 

なお、工事対象外の部屋に設置の機器につきましては、工事期間中もご利用いただけますが、工事中は施

設内（廊下を含む）が物品や業者の出入りで雑然とすること、騒音や振動が発生すること等が予想されますので、

あらかじめご留意ください。 

 日程の変更が生じた場合には、改めて連絡させいていただきます。 

 

＜連絡先＞ 

自然科学研究支援開発センター 生命科学機器分析部 

霞総合研究棟 107 号室（担当： 世羅） 

内 線：（霞）6877 （外線：082-257-1599） 

e-mai l：acols@hiroshima-u.ac.jp       

HP：http://home.hiroshima-u.ac.jp/acols/ 

 
記：本施設を少しでもご利用いただき作成された論文には、「謝辞」に当施設利用の旨を記していただきたい

と存じます（謝辞例文 This work was carried out at the Analysis Center of Life Science, Natural Science Center 
for Basic Research and Development, Hiroshima University.）さらに、実績として役立たせていただくため、別冊1
部（コピーでも可）を本施設にご提供いただければ幸いです。 
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